


    

により区別します。自然経過で 2～4年で
消退することが多いのですが、一部は何年も
持続します。年齢的には集団で行動すること
が多い高校生以下の年代がほとんどです。水
泳や体育館などで感染することが多いよう
です。治療法で最も一般的な方法は、液体窒
素による冷凍凝固法です。痛みを伴いますが
患部に低温やけどを起こして水疱形成し、2
～3 週後に痂皮化してこれを切除します。残
存していたら追加して冷凍します。部位によ
っては、レーザーによる切除、サリチル酸の
外用も行います。  

ひかりが丘地域ケアプラザ協力医
           森川 茂

           いぼは、表皮のウイルス感染
による良性病変です。ヒトパ
ピローマウイルスによるもの

で 100 以上の亜型があります。全身のあらゆる部
位に生じ、形態も多彩です。自家接触で拡大しま
す。外観と発生部位に応じた名称があります。
・尋常性疣贅 一般的ないぼで、外傷が生じやす
い手足指、肘、膝、顔、足底、手掌に好発しま
す。足底や手掌にできたものは、圧がかかるた
め疼痛を伴います。集簇して拡大することも
間々あります。足底にできた場合は、圧力を受
けて扁平になり周囲を角化上皮に囲まれてい
るため鶏眼、胼胝との鑑別が重要です。いぼの
場合は薄く削っていくと点状に出血すること

。

デイサービス近況報告
今年の敬老会は、『青い山脈』を

踊る学生服の職員たちで盛り上がり

ました。おさげ髪のセーラー服にリー

ゼントのつっぱり学生服も、コロナ

対策でマスクをしているのが残念ですが、演じる職員たちは恥ずかしさ？

半減でノリノリに演じることができたようです。皆さまに喜んでいただけ

て、着席されながらも最後は一緒に大きく手を挙げて踊ることができた嬉

しいプログラムとなりました。

72．いぼ
（その１）

6 月 27 日に久しぶりに滝に行きました。あえて人が来なそうなところと思い、

丹沢の秘境と言われる雨棚（あまんだな）を目指します。以前紹介した地獄棚の

さらに奥にある滝で、ルートがやや困難でヘルメットを準備しての挑戦です。

林道わきにバイクを止め、いざ出発。20 分ほど歩くとあるはずの木橋がなく、昨

年の台風で流されていて復旧していません。この先ルートはさらに困難になって

いくことを考えると素人は無理しないほうが良いと判断。潔く引き返し途中にあ

る大滝（写真右）を写真に収めてきました。このまま帰るのは悔しいので第二希

望の滝を目指します。山北の道の駅にバイクを止め、河内川の橋を渡り、細い林

道に入ります。20 分ほど坂を上ると小さな集落に着きます。

その奥から河原に降りて、サンダルで川の中をジャブジャブ

進むと、不老の滝が姿を現しました（写真左）。マイナーな

滝ですが、前衛滝を伴うみごとな直瀑。落差も結構あります。

深い緑と久しぶりの滝音にとても癒され充実の探訪でした。

                 所長 西村明史



 アンティークスクラッチ

       ７Powers（７つの力）
                 第４回目

第 4 の力、『求心力』、多くの人達は、
求心力と言うと、「無理だよ、多くの
人達は個人主義だから」といいます。
そんな個人主義の時代でも、タピオカ
ミルクティのように流行はあります。
例えば今年の流行りの色は、ヒューマ
ンレッドですが、世間がその色を求め
て流行っているのではないことをご存
知ですか。JAFCA（日本流行色協会）
が 11 月 16 日の“いい色の日”にち
なんで「今年の色、来年の色」を発表し、ファッション業界がそれに合わせて商品を販売して
いるのです。要するに仕掛けがあるのです。もう一つ惹き付けの法則というのがあります、最
近イメージトレーニングという言葉を良く聞きます。成功するイメージをもって取り組むと、
イメージ通りに物事が進むという法則です。最近スポーツ選手が良く使う手法です。
要するに、企画を実行する時に心がワクワク（装う事でもよい）するような仕掛け
をし、それがどんどん発展していくイメージを頭に思い浮かべて努力し取り組む
と目標が達成できる。そこに第 3 の力『他力』の力を借りれば、求心力が発動し、
その力は予想を超えて大きいものになります。これが第 4 の力『求心力』です。
心がワクワクするような仕掛けって、どんなことがあるのかについては次号
第 5 の力で書きたいと思います。

９月６日(日)ケアプラザ駐車場にて、上白根連合自治会･防災拠点
合同の給水訓練が行われました。水道局職員の指導を受けて、短時間
で緊急時の給水準備が整いました。 わたしたちの地域には、災害用
地下給水タンク(ケアプラザ)、緊急給水栓(上白根中)、耐震給水栓
(四季の森小)の３か所があります。ご家庭でも１人あたり 9 リットル

以上(最低３日分)の備蓄を
お願いします。

合同給水訓練
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   ひかり福祉フェスタ中止

１１月に予定していた第１８回ひかり福祉フェスタは、
新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止となりま
した。 楽しみにしてくださっていた皆さま申し訳ありませ
ん。来年は、皆さまとご一緒に元気に開催できますように
と関係者一同祈っております。

                    ひかり福祉フェスタ実行委員会
来

１０月５日(月)～１１月７日(日)
ひかりが丘 CP ひかりギャラリー

家にこもりがちになっていませんか？
軽い運動から始めましょう！

ひかりが丘ケアプラザでは、
今回は下記の事業が対象となります。

▼ひだまり
▼歌謡体操
▼輪なげの集い
▼ハマトレ体操

コロナ禍のため、個人で行った体操な
ども対象です。詳細はケアプラザに
お問い合わせください。

開催期間

10/1
↓

1/31


